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志布志市社協より
福祉・ボランティア情報をお届けいたします

志布志市社会福祉協議会 検 索

・災害時ボランティアセンター設置・運用訓練を実施しました	（P.2）
・志布志市社会福祉大会を開催しました	 （P.3）
・新任民生委員・児童委員の紹介	 （P.4）
・赤い羽根共同募金へのご協力ありがとうございました	 （P.5）



　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

昨
年
も
多
く
の
行
事
が
大
過
な
く
遂

行
で
き
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
し
さ
ら
に

継
続
で
き
ま
す
こ
と
に
心
か
ら
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

年
末
年
始
は
、
ど
の
よ
う
に
お
過
ご

し
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
お
正
月
は
、

天
気
も
よ
く
幸
先
の
良
い
ス
タ
ー
ト
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
志
布
志
市
で
も
少
子
高
齢
化

の
波
は
、
避
け
難
く
、
さ
ら
に
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
希
薄
化
な
ど
は
福
祉
分
野
に
お

い
て
も
多
く
の
影
響
を
及
ぼ
し
て
お

り
、
地
域
の
つ
な
が
り
や
支
え
合
い
の

関
係
を
維
持
す
る­

こ
と
が
む
ず
か
し
く

な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
社
会
福
祉
協

議
会
の
使
命
で
も
あ
り
ま
す
地
域
で
の

支
え
合
い
を
地
域
の
皆
様
と
一
緒
に
創

り
上
げ
て
い
く
た
め
に
地
域
に
お
い
て

市
民
が
行
政
と
の
協
力
・
役
割
分
担
の

も
と
で
地
域
福
祉
力
の
向
上
を
図
り
な

が
ら
行
政
と
社
協
が
一
体
と
な
り
地
域

福
祉
計
画
と
地
域
福
祉
活
動
計
画
を
策

定
し
、
今
後
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
が

地
域
住
民
と
共
に
歩
む
べ
き
重
要
な
活

動
の
指
針
と
し
て
定
め
、
地
域
で
支
え

る
人
、
支
え
ら
れ
る
人
が
お
互
い
に
福

祉
に
関
心
を
も
ち
理
解
し
信
頼
し
て
い

け
る
、
住
み
や
す
い
・
や
さ
し
い
・
福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
志
布
志
市
を
目
指
し

て
誠
心
誠
意
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
の
干
支
の
午
（
馬
）
は
、「
物
事

が
う
ま
く
い
く
」「
幸
運
が
駆
け
込
ん
で

く
る
」
な
ど
と
い
わ
れ
る
縁
起
の
い
い

動
物
で
す
。
ま
た
、
生
ま
れ
た
て
の
子

馬
は
、
生
後
１
時
間
ほ
ど
で
立
ち
上
が

り
３
時
間
も
し
な
い
う
ち
に
駆
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
か
ら「
立

ち
上
が
り
が
早
い
」
と
、
と
に
か
く
い

い
年
に
な
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　

本
年
も
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

幸
多
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
ご

祈
念
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
一
層
の
温

か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

初
春
に
想
う

志
布
志
市

社
会
福
祉
協
議
会

 
会 
長竹井  

道
徳

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

設
置
・
運
用
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た

　

12
月
９
日
、
志
布
志
市
健
康
ふ
れ
あ
い
プ

ラ
ザ
に
お
い
て
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
市

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
の
共
催
に
よ
り
、

災
害
時
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

の
設
置
・
運
用
訓
練
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
、
10
月
に
、
大
隅
地
区
内
の

四
市
五
町
の
社
会
福
祉
協
議
会
が
、
近
隣
社

協
相
互
の
連
携
に
よ
る
円
滑
な
応
援
を
行
う

た
め
の
災
害
時
相
互
応
援
協
定
の
締
結
を
踏

ま
え
て
、
市
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
集
し
て

訓
練
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
市
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
40
名
が
参

加
し
、
は
じ
め
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
志
の
ま
ち
安

全
安
心
“
８
”
応
援
隊
の
大
山
博
美
氏
に
よ

る
心
肺
蘇
生
法
等
の
救
急
救
命
法
の
講
習
を

受
け
、そ
の
後
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

の
設
置
・
運
用
訓
練
と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
受
付
、
困
り
ご
と
受
付
、
マ
ッ
チ
ン
グ
（
調

整
）
の
一
連
の
流
れ
を
実
践
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
万
が
一
の
災
害
に
備
え
、
ス
ム
ー

ズ
な
活
動

が
で
き
る
よ

う
、
社
協
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
そ
し
て
、

関
係
機
関
と

連
携
を
図

り
、
定
期
的

な
訓
練
を
実

施
し
て
い
き

ま
す
。

心肺蘇生法の実践

ボランティア活動中 マッチング

ボランティア受付

困りごと受付
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⑴
志
布
志
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

　

①�

民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
８
年
以
上
そ

の
職
務
に
従
事
し
、
功
績
が
顕
著
で
あ
っ
て
、

現
に
在
職
し
て
い
る
者

・
中
原　

雄
子�

（
松
山
町
新
橋
）

・
池
田　

ふ
み
え�

（
松
山
町
新
橋
）

・
津
曲　

美
奈
子�

（
松
山
町
尾
野
見
）

・
山
下　

治
子�

（
松
山
町
尾
野
見
）

・
下
村　

絹
子�

（
志
布
志
町
帖
）

・
淵
上　

思
無
邪�

（
志
布
志
町
帖
）

・
西
薗　

則
子�

（
志
布
志
町
帖
）

・
岩
﨑　

ア
キ
子�

（
志
布
志
町
安
楽
）

・
森
山　

久
雄�

（
志
布
志
町
志
布
志
）

・
風
呂
谷　

一
男�

（
志
布
志
町
安
楽
）

・
米
田　

司
春�

（
志
布
志
町
安
楽
）

・
野
口　

ス
ズ
子�

（
有
明
町
野
井
倉
）

　

②�

社
会
福
祉
施
設
の
長
及
び
職
員
、
並
び
に

ホ
ー
ムヘ
ル
パ
ー
・
相
談
員
と
し
て
、
12
年

以
上
そ
の
職
務
に
従
事
し
、
功
績
が
顕
著

で
あ
っ
て
、
現
に
在
職
し
て
い
る
者

・
村
山　

ハ
ル
子�

（
松
山
町
新
橋
）

・
加
藤　

沙
織�

（
松
山
町
泰
野
）

・
野
村　

洋
子�

（
志
布
志
町
帖
）

・
岡
田　

孝
子�

（
有
明
町
伊
﨑
田
）

・
末
永　

和
江�

（
松
山
町
新
橋
）

・
羽
月　

ト
メ
子�

（
志
布
志
町
安
楽
）

・
大
峯　

茂
樹�

（
志
布
志
町
帖
）

・
酒
匂　

明
子�

（
志
布
志
町
安
楽
）

・
松
清　

伸
幸�

（
志
布
志
町
安
楽
）

・
谷
口　

さ
と
み�

（
有
明
町
野
井
倉
）

　

③�

社
会
福
祉
団
体
等
の
役
員
及
び
職
員
と
し

て
、
９
年
以
上
そ
の
職
務
に
従
事
し
、
功
績

が
顕
著
で
あ
っ
て
、
現
に
在
職
し
て
い
る
者

・
平
瀬　

敏
行�

（
志
布
志
町
夏
井
）

・
大
迫　

光
雄�

（
松
山
町
新
橋
）

　

④�

社
会
福
祉
事
業
の
推
進
の
た
め
に
５
年
以
上
に

わ
た
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
、
又
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
者

・
留
永　

マ
サ
子�

（
有
明
町
野
神
）

・
倉
見
谷　

政
子�

（
志
布
志
町
夏
井
）

　

⑤�

５
年
以
上
に
わ
た
り
、
ね
た
き
り
老
人
・
重
度
心
身

障
が
い
者
（
児
）
等
を
献
身
的
に
介
護
し
て
い
る
者

・
林　

ナ
ミ
子�

（
松
山
町
新
橋
）

・
田
中　

勝�

（
志
布
志
町
安
楽
）

・
今
府　

恭
子�

（
志
布
志
町
安
楽
）

⑵
第
８
回
志
布
志
市
福
祉
作
文
・
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

【
福
祉
作
文
の
部
】

　

最
優
秀
賞

　

 

小
学
生
低
学
年
の
部　

普
現　

未
理
（
蓬
原
小
２
年
）

　

 

小
学
生
高
学
年
の
部　

愛
甲　

有
矢
（
有
明
小
５
年
）

　

 

中
学
生
の
部　

児
玉　

佳
歩（
志
布
志
中
３
年
）

　

学
校
賞

　

 

小
学
校
の
部　

有
明
小
学
校

　

 

中
学
校
の
部　

松
山
中
学
校

【
福
祉
絵
画
の
部
】

　

最
優
秀
賞

　

 

小
学
生
低
学
年
の
部　

吉
留　

宏
紀
（
安
楽
小
３
年
）

　

 

小
学
生
高
学
年
の
部　

杉
山　

美
月
（
田
之
浦
小
６
年
）

　

 

中
学
生
の
部　

迫
田　

和
恵
（
出
水
中
３
年
）

　

学
校
賞

　

 

小
学
校
の
部　

安
楽
小
学
校

　

 

中
学
校
の
部　

出
水
中
学
校

　

平
成
25
年
度
鹿
児
島
県
地
域
福
祉
推
進
大

会
で
の
被
表
彰
者
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。（
昨

年
11
月
５
日
（
火
）、
鹿
児
島
市
民
文
化
ホ
ー

ル
に
て
開
催　

※
敬
称
略
）

○
鹿
児
島
県
知
事
表
彰

　

・
民
生
委
員
児
童
委
員

　
　

平
田　

行
廣
（
志
布
志
町
）

　
　

大
脇　

裕
子
（
志
布
志
町
）

○
鹿
児
島
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

　

⑴
民
生
委
員
児
童
委
員

　
（
志
布
志
町
）

飛
松　

真
理
子
、
田
原　

作
一
、

松
㟢　

三
朗
、
浜
崎　

修
身
、

閏
野　

節
子
、
田
浦　

安
徳

　
（
有
明
町
）

重
田　

生
二
、
久
木
井　

洋
子

　
（
松
山
町
）

坂
ノ
上　

き
よ
子

　

⑵
訪
問
介
護
員

　
（
賀
寿
園
）

渡
辺　

フ
ミ
エ
、
中
川
路　

裕
子

　

⑶
社
会
福
祉
事
業
施
設
の
長
・
及
び
職
員

　
（
賀
寿
園
）

永
野　

喜
代
子
、
古
川　

百
合
子

　
（
賀
寿
園
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
愛
）

大
峯　

洋
子

　
（
や
っ
ち
く
）

竹
之
内　

美
保
子

　

⑷
社
会
福
祉
事
業
関
係
団
体
等
の
役
職
員

　
（
志
布
志
市
社
会
福
祉
協
議
会
）

清
水　

正
樹
、
津
町　

学
、

平
瀬　

淳
一

第８回志布志市社会福祉大会を盛大に開催！
（平成２５年１１月２３日（土） 志布志市文化会館にて）

福
祉
の
功
労
者
を
表
彰

　

昨
年
11
月
23
日
（
土
）、
志
布
志
市
文

化
会
館
に
て
「
第
８
回
志
布
志
市
社
会

福
祉
大
会
」
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
約

４
５
０
名
の
方
々
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

田
之
浦
山
宮
神
社
神
楽
保
存
会
に
よ

る
「
子
ど
も
神
楽
」
に
よ
り
幕
を
開
け

た
大
会
で
は
、
功
績
が
顕
著
で
あ
っ
た

民
生
委
員
児
童
委
員
、
地
域
の
福
祉
向

上
に
貢
献
さ
れ
た
方
、
家
庭
に
お
い
て

献
身
的
に
介
護
に
尽
く
さ
れ
て
い
る
方
、

福
祉
作
文
・
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者

へ
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
被
表
彰
者
を
代
表
し
て
大

迫
光
雄
様
が
「
こ
れ
ま
で
頑
張
っ
て
こ
ら

れ
た
の
も
、
私
ど
も
を
支
え
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
、
家
族
や
地
域
の
方
々
な
ど
多
く

の
方
々
の
お
力
添
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ

で
あ
り
、
日
頃
か
ら
私
ど
も
の
活
動
に
ご

協
力
頂
い
て
い
る
方
々
に
感
謝
い
た
し
ま

す
。」
と
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

元
気
い
っ
ぱ
い
の
作
文
朗
読
！

　

表
彰
式
の
あ
と
の
作
文
朗
読
で
は
、

「
第
８
回
志
布
志
市
福
祉
作
文
コ
ン
ク
ー

ル
」
に
お
い
て
、
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ

た
３
作
品
の
朗
読
が
行
わ
れ
、
元
気
い
っ

ぱ
い
に
作
文
を
読
む
声
に
、
来
場
者
の

皆
様
は
聴
き
入
っ
て
お
り
ま
し
た
。

（
各
部
門
の
最
優
秀
賞
者
は
下
記
を
ご
覧
下
さ
い
。）

道
志
真
弓
氏
に
よ
る
講
演

　
「『
生
き
て
い
る
』
幸
せ
を
感
じ
て
～

奇
跡
の
生
命
と
共
に
生
き
た
８
年
８
か

月
～
」
と
題
し
た
道
志
真
弓
（
ど
う
し

ま
ゆ
み
）
氏
に
よ
る
記
念
講
演
で
は
、

不
妊
治
療
の
末
、
や
っ
と
授
か
っ
た
娘

が
、
世
界
で
数
十
例
の
染
色
体
異
常
と

診
断
さ
れ
、
８
歳
で
他
界
し
、
８
年
間

の
娘
と
の
笑
顔
が
絶
え
な
い
生
活
に
つ

い
て
、
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
食
べ
た
り
、
歩
い
た
り
、
話
が
で
き

る
こ
と
は
当
た
り
前
の
こ
と
で
は
な
く
、

素
晴
ら
し
い
こ
と
。
だ
か
ら
一
日
一
日
を

一
生
懸
命
に
生
き
て
ほ
し
い
。」
娘
の
弓

華
（
ゆ
み
か
）
ち
ゃ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
で
も
あ
る
こ
の
こ
と
を
、
家
族
写
真

や
旅
行
先
で
の
弓
華
ち
ゃ
ん
と
の
写
真

を
交
え
な
が
ら
訴
え
ら
れ
、
来
場
者
も

涙
な
が
ら
に
聴
き
入
っ
て
お
り
ま
し
た
。

大
会
を
終
え
て
…

　

認
知
症
等
の
要
援
護
高
齢
者
等
が
増
え
、

公
的
サ
ー
ビ
ス
で
は
対
応
が
難
し
い
様
々
な

福
祉
ニ
ー
ズ
が
あ
る
中
、
志
布
志
市
民
が
地

域
で
お
互
い
に
支
え
合
っ
て
生
活
し
て
い
け

る
よ
う
、
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
志
布
志
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
事
業

を
積
極
的
に
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。
引
き

続
き
、
市
民
の
皆
様
に
よ
る
ご
支
援
・
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　※本大会での被表彰者を紹介いたします。（敬称略）

【最優秀賞作文朗読】
①蓬原小学校 2 年
　普 現 未 理さん
②有明小学校 5 年
　愛 甲 有 矢さん
③志布志中学校 3 年
　児 玉 佳 歩さん

②

③

①

「一日一日を一生懸命に生きてほしい。」と
来場者の方々へ訴えられた道志真弓氏。
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◦この紙面に関するお問い合わせはこちらまで！！
　・志布志市社会福祉協議会　志布志本所　☎ 099-472-1800
　 　有　明支所　☎ 099-474-0310
　 　松　山支所　☎ 099-487-2001

新任民生委員児童委員紹介

福
祉
体
験
学
習

志
布
志
町

有
明
町

　
12
月
６
日
（
金
）、
出
水
中
学
校
全
校
生

徒
19
名
で
福
祉
体
験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

　
12
月
は
校
内
人
権
週
間
に
ち
な
み
、
人

権
教
育
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、

「
障
が
い
の
あ
る
方
の
講
話
」
を
計
画
さ

れ
、
出
水
中
学
校
の
卒
業
生
で
も
あ
る
社

会
福
祉
協
議
会
の
新
地
亮
平
主
事
へ
講
話

依
頼
が
あ
り
実
施
致
し
ま
し
た
。

　

車
い
す
生
活
の
日
常
・
ス
ポ
ー
ツ
活

動
の
話
や
障
が
い
者
の
人
権
と
し
て
、

だ
れ
で
も
ト
イ
レ
・
み
ん
な
の
ト
イ
レ

（
身
障
者
用
ト
イ
レ
）
や
身
障
者
用
駐
車

場
（
パ
ー
キ
ン
グ
パ
ー
ミ
ッ
ト
制
度
）

で
の
体
験
談
や
健
常
者
の
方
の
マ
ナ
ー

へ
の
理
解
な
ど
を
聞
き
ま
し
た
。

　

車
い
す
体
験
で
は
、
児
童
生
徒
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
先
生
方
も
初
め
て
と
話

さ
れ
、
内
容
の
充
実
し
た
体
験
と
な
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
11
月
26
日
（
火
）、
有
明
小
学
校
５
年

生
19
名
が
車
い
す
体
験
・
高
齢
者
疑
似

体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
施
設
訪
問
を
予
定
さ
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
、
体
験
を
生
か
し
て
活

動
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　
11
月
28
日
（
木
）、
有
明
小
学
校
４
年

生
14
名
が
「
点
字
・
点
訳
」
に
つ
い
て
、

「
鹿
屋
市
点
訳
友
の
会
」
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
会
員
５
名
の
方
の
指
導
の
も
と
、
体

験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
体
験
に
よ
り
、
点
字
を
必
要
と

さ
れ
て
い
る
方
が
ど
の
よ
う
に
生
活
し

て
い
る
の
か
知
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う

で
す
。

点字の表示を調べています！ ～　車いす体験　～

～ 車いす体験 ～

～ １人１人の想いを貼っています ～

自分の名前を点字用紙に
うっている所です♪ ～　高齢者疑似体験　～

町名 氏　　　名 自治会 担　　　当　　　区

松
山
町

会　長 中　原　信　夫 宮ノ上 川端、川中、池ノ上、宮ノ上、川北、内之野、なのはな団地
副会長 坂ノ上　きよ子 西之原 川西、西之原、後町、畑中、上西中、新西中、桜山団地、みどり団地、西之原団地
〃 徳　増　　　恵 中豊留 主任児童委員（新橋地区）

新　任

山　下　榮　一 駅通り 西馬場三区、駅通り、城西団地、西馬場団地
川　上　　　豊 久保園 射場、久保園、仮屋、草之瀬、東草之瀬
中　島　　　昭 白坂 京ノ峯、南中、堀之内、川東、市ノ原、白坂、京ノ峯団地、さゆり団地、さくら団地
井　手　敬　子 宮下 中原、宮下、柏木、古渡、尾野見住宅、中原団地
中　西　浩　二 大野原 主任児童委員 (泰野、尾野見地区）

志
布
志
町

会　長 村　岡　政　美 下東谷 平山、宮地、上・下東谷
副会長 米　田　司　春 稚子松 緑ヶ浜団地、若葉団地、寿町、稚子松、桜ヶ丘
〃 西　薗　則　子 上天神 上天神

新　任

伊地知　凉　一 夏井 夏井
取　附　正　一 南下町 南下町、東・西水洗、上・下八坂
持　留　潤　一 町原 町原
山　川　哲　朗 上門 上門、上宮内、平城
伊地知　隆　子 一丁田 一丁田、上之浜
提　口　義　文 提口 後谷、提口
貴　島　眞由美 稚子松 主任児童委員

有
明
町

会　長 菅　野　正　昭 菅牟田 菅牟田、風八重、室太郎、楢ケ原、竹崎
副会長 宮　吉　涼　子 宮下 草野、宮下、立本、下原、岩瀬戸
〃 中　村　睦　子 上普現堂 片平、東大久保、西普現堂、上普現堂、普現堂

新　任

留　岡　津美子 伊㟢田鍋 伊㟢田鍋、久木迫、高下谷
南　　　眞太郎 中肆部合 上肆部合・中肆部合・下肆部合・上高吉・高吉・第一上苑・肆部合住宅・大角住宅
畑　山　昭　俊 上馬場 蓬原中野・重田・上馬場
磯　脇　み　ね 西馬場 西馬場・下馬場・蓬原団地・西大久保・西上馬場・馬場・大久保
河原橋　節　美 上大久保 下宇都・上宇都・平山・元平山・花立・上大久保
米　田　明　美 押切東 主任児童委員（町内全域）

　平成 25 年 12 月に民生委員児童委員の一斉改選があり、松山地区 5 名、志布志地区 7 名、有明地区 6 名の方々
が新任民生委員児童委員となられましたのでご紹介いたします。

～ 新地主事による講話 ～

〜 

ふ
つ
う
に 

く
ら
せ
る 

し
あ
わ
せ 

〜
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輪多市とは

「多くのボランティアの輪を志布志市に広めましょう」の意味です。

ボランティアセンター便り

輪 市多 のボランティア
　
12
月
６
日
（
金
）、
出
水
中
学
校
全
校
生

徒
19
名
で
福
祉
体
験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

　
12
月
は
校
内
人
権
週
間
に
ち
な
み
、
人

権
教
育
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、

「
障
が
い
の
あ
る
方
の
講
話
」
を
計
画
さ

れ
、
出
水
中
学
校
の
卒
業
生
で
も
あ
る
社

会
福
祉
協
議
会
の
新
地
亮
平
主
事
へ
講
話

依
頼
が
あ
り
実
施
致
し
ま
し
た
。

　

車
い
す
生
活
の
日
常
・
ス
ポ
ー
ツ
活

動
の
話
や
障
が
い
者
の
人
権
と
し
て
、

だ
れ
で
も
ト
イ
レ
・
み
ん
な
の
ト
イ
レ

（
身
障
者
用
ト
イ
レ
）
や
身
障
者
用
駐
車

場
（
パ
ー
キ
ン
グ
パ
ー
ミ
ッ
ト
制
度
）

で
の
体
験
談
や
健
常
者
の
方
の
マ
ナ
ー

へ
の
理
解
な
ど
を
聞
き
ま
し
た
。

　

車
い
す
体
験
で
は
、
児
童
生
徒
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
先
生
方
も
初
め
て
と
話

さ
れ
、
内
容
の
充
実
し
た
体
験
と
な
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
11
月
26
日
（
火
）、
有
明
小
学
校
５
年

生
19
名
が
車
い
す
体
験
・
高
齢
者
疑
似

体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
施
設
訪
問
を
予
定
さ
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
、
体
験
を
生
か
し
て
活

動
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　
11
月
28
日
（
木
）、
有
明
小
学
校
４
年

生
14
名
が
「
点
字
・
点
訳
」
に
つ
い
て
、

「
鹿
屋
市
点
訳
友
の
会
」
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
会
員
５
名
の
方
の
指
導
の
も
と
、
体

験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
体
験
に
よ
り
、
点
字
を
必
要
と

さ
れ
て
い
る
方
が
ど
の
よ
う
に
生
活
し

て
い
る
の
か
知
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う

で
す
。

歳末街頭募金への
ご協力ありがとうございました！

■街頭募金額
 志布志町（６店舗）

８１，５６１円
 有明町（３店舗）

１０４，５０２円
 合計（９店舗）

１８６，０６３円

○
ご
協
力
い
た
だ
い
た

幼
稚
園
・
保
育
園

・
双
葉
保
育
園　

・
志
布
志
幼
稚
園

・
有
明
保
育
園

・
通
山
保
育
園

○
街
頭
募
金
実
施
場
所

 （
志
布
志
町
）

・
ニ
シ
ム
タ
志
布
志
店

・
サ
ン
キ
ュ
ー
西
志
布
志
店

・
ホ
ー
ム
マ
ン
北
山
大
原
店

・
サ
ン
ポ
ー
ト
し
ぶ
し
ア
ピ
ア

・
ナ
フ
コ
志
布
志
店

・
コ
ー
プ
志
布
志
店

 （
有
明
町
）

・
Ａ
コ
ー
プ
あ
お
ぞ
ら
店

・
ミ
ネ
サ
キ
有
明
店

・
四
季
彩
館
ほ
り
ぐ
ち
志
布
志
店
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生活福祉資金（教育支援資金）貸付制度のご案内

　

今
年
は
松
山
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会

を
中
心
に
12
月
17
日
（
火
）
そ
ば
だ
し
作

り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
39
名
の
方
が
18
日

（
水
）
そ
ば
作
り
と
配
食
を
、
松
山
町
内

に
子
ど
も
の
い
な
い
一
人
暮
ら
し
高
齢
者

の
方
々
２
１
３
名
に
愛
情
の
こ
も
っ
た
手

作
り
そ
ば
を
お
届
け
致
し
ま
し
た
。

　

笑
顔
や
あ
り
が
と
う
の
言
葉
を
い
た
だ

き
幸
せ
を
感
じ
ま
し
た
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

さ
ん
か
ら
声
が
あ
り
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
で
き

て
い
け
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

　

12
月
12
日
（
木
）、
志
布
志
町
女
性
連
絡

協
議
会
の
方
や
民
生
委
員
さ
ん
方
が
参
加
さ

れ
、
町
内
の
80
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
高
齢

者
の
方
へ
ち
ら
し
寿
司
を
作
り
ま
し
た
。

　

志
布
志
町
内
で
約
５
０
０
名
の
高
齢
者

の
方
に
お
配
り
を
し
、
体
調
を
気
遣
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
添
え
ら
れ
た
ち
ら
し
寿
司
を
受
け

取
っ
た
方
は
、
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

12
月
29
日
（
日
）
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
３
名

の
方
々
が
そ
ば
出
し
作
り
を
行
い
、30
日（
月
）

は
民
生
委
員
の
方
々
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
１
名

の
方
々
で
そ
ば
作
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

有
明
町
内
に
子
ど
も
の
い
な
い
一
人
暮

ら
し
高
齢
者
２
１
６
名
の
方
々
に
お
届
け

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
い
つ
も
あ
り
が
と
う
」
と
笑
顔
で
喜

ば
れ
て
い
ま
し
た
。

歳
末
年
越
し
事
業

※借入申込みにあたっての留意事項
◦借入申込者は学校に進学する本人です。
◦連帯借受人が必要です。連帯借受人は、世帯主（生計中心者）です。
◦母子世帯については、母子寡婦福祉資金で対応することになります。
◦他の貸付制度等の活用が優先です。（鹿児島県育英財団、日本政策金融公庫の教育ローン、日本学生支援機構奨学金（旧日本育英会）

詳しくは社会福祉協議会に
お問い合わせください。

本　　所　☎　０９９－４７２－１８００
有明支所　☎　０９９－４７４－０３１０
松山支所　☎　０９９－４８７－２００１

資金名 資金の種別 資金の使途 資金限度額 貸付条件
措置期間

連滞保証人
及び貸付利子

教
育
支
援
資
金

低所得世帯に対し、次に掲げる経費として貸し付ける資金
※当資金の受付期間は、２月～４月のみの受付となっております。

教育支援費
高校、専修学校、大学等に就学する
ために必要な費用

（授業料、学用品の購入費、交通費等）

〈高校〉月額　３．５万円以内

卒業後
６ヶ月
以内

無利子

〈高専〉月額　　　６万円以内

〈短大〉月額　　　６万円以内

〈大学〉月額　６．５万円以内

就学支度費 高校、専修学校、大学等の入学に際
して必要な費用 ５０万円以内

志
布
志
地
区

松
山
地
区

有
明
地
区
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見
野 

初
美
・
坂
元 
聡
子

取
材 

市
民
編
集
員

市
民
編
集
員
が

行
く
！

　

12
月
19
日
（
木
）
に
共
同
募
金
法
人
募

金
事
業
を
取
材
し
ま
し
た
。
志
布
志
町
・

有
明
町
合
計
60
事
業
所
へ
募
金
の
お
願

い
に
伺
い
、
私
は
志
布
志
町
内
の
事
業
者

へ
の
訪
問
に
同
行
し
ま
し
た
。

　

こ
の
募
金
以
外
に
も
多
方
面
で
寄
附

さ
れ
て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
例

年
同
様
に
気
持
ち
よ
く
ご
協
力
し
て
下

さ
り
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

共
同
募
金
委
員
や
職
員
が
足
を
運
び

努
力
す
る
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
、
今
後

も
、
も
っ
と
多
く
の
方
々
に
共
同
募
金
が

社
会
福
祉
活
動
に
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
志
布
志
市

共
同
募
金
員
会
と
職
員
の
皆
さ
ん
に
期
待

し
て
い
ま
す
。
お
疲
れ
様
で
し
た
。

※
写
真
中
央

は
「
丼
や
和

華
」
の
女
将

さ
ん
、
笑
顔

と
い
う
「
福
」

も
い
た
だ
き

ま
し
た
。

見
野
初
美

モトム。
アナタのつながり。
ミンナの輪。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
人
の
つ
な
が
り
に

よ
っ
て
成
り
た
っ
て
い
ま
す
。

ともだち!

ふ
る
さ
と
納
税
で

新
車
を
い
た
だ
き
ま
し
た

　
当
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
高
齢

者
給
食
配
達
事
業
（
食
の
自
立
支
援

事
業
・
配
食
支
援
事
業
）
を
志
布
志

市
か
ら
受
託
し
事
業
展
開
を
し
て
い

ま
す
。

　
今
回
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
よ
り
、

新
し
い
車
両
を
皆
様
の
善
意
に
よ
り

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
給
食
利
用
者
の
方
々
へ
、
安
心
・
安

全
な
給
食
を
迅
速
に
お
届
け
出
来
る

よ
う
に
な
り
、
当
社
会
福
祉
協
議
会
と

し
て
も
、
大
変
有
難
く
思
い
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
へ
の
応
援
、

大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　志布志市立有明中学校（牧原純一校長・
生徒数１２２名）より、車いす一台を寄贈
していただきました。
　有明中学校では約１０年前から生徒会
が中心となってベルマークの収集をされて
おり、今回「福祉のために役立ててほしい」
とのことで車いすを寄贈することとしたそ
うです。牧原校長先生は、「現在の生徒会、
保護者はもとより、これまでご協力いた
だいた卒業生や卒業生の保護者、代々携
わってきていただいた全ての方々の努力に
より、九万点余り使用し、車いすの購入
が出来ました」と、お話しいただきました。
　寄贈していただいた車いすは「有明中学
校号」と命名し、市民の方への貸し出しや
福祉体験学習等に活用させていただきます。

有明中学校の皆様
ありがとうございました

■ 2014.1（7）
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法
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志
市

社
会

福
祉

協
議

会
（

志
布

志
市

健
康

ふ
れ

あ
い

プ
ラ

ザ
）

	
志

布
志

市
志

布
志

町
志

布
志

3222-1

TEL：
099-472-1800　

　
FAX：

099-472-1593
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
：

http://shibushi-syakyo.jp/
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

：
info@

shibushi-syakyo.jp

東
日
本
大
震
災
義
援
金

心配ごとがありましたら… 相談内容等の秘密は厳守します。ぜひ、
お越しください。なお、相談料は頂きません。〜金銭、年金、家族、住宅、ご近所トラブルなど〜

２月･３月の日程

●：志布志地区 472-1800
　　（健康ふれあいプラザ内）
●：松山地区　 487-2001
　　（老人福祉センター内）
●：有明地区　 474-0310
　　（市民センター内）

相談時間
10：00〜15：00※日程は都合により変更になる場合があります。右記までお気軽にお問い合わせください。

　

次
の
方
々
よ
り
香
典
返
し
の
お

礼
に
か
え
て
市
社
会
福
祉
協
議
会

に
ご
寄
附
を
頂
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し

上
げ
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。
頂
き
ま
し
た
ご
寄

附
は
、
志
布
志
市
の
地
域
福
祉
向

上
の
た
め
に
有
意
義
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
平
成
25
年
11
月
1
日
か
ら

平
成
25
年
12
月
31
日
ま
で
）

自
治
会
名　

寄
附
者
名　

物
故
者
名

（
敬
称
略
）

下
宮
内　

盛
川
六
男　

故
せ
つ
子

上
有
明　

藤
後
省
吾　

故
キ
ノ

宇　

都　
末
野
ス
ミ
エ　

故
信
一

上
大
性
院　

柳　

洋
子　

故
哲
雄

天　

神　

岩
崎
崇
子　

故
富
厚

向
川
原　
恒
松
伊
津
子　

故
ミ
ツ
ネ

宇　

都　
宮
里
さ
つ
子　

故
光
男

上
宮
内　
馬
場
添
和
子　

故
陽
一

駅　

通　

池
之
上
優　

故
一
正

小　

浜　

濱
岡
孝
二　

故
ミ
エ
子

宮　

脇　
西
江
い
そ
美　

故
鈴
木
テ
ル
子

上
有
明　

田
代
善
礼　

故
テ
ル

上
昭
和　

石
原
廉
美　

故
康
生

上
昭
和　

安
樂
吉
久　

故
吉
次

神
奈
川
県　

宮
地
博
篤　

故
ミ
ヨ

大
川
内　

来
條
辰
二　

故
コ
ト
ネ

馬　

庭　

安
楽
兼
義　

故
義
照

上
天
神　

松
﨑
久
枝　

故
亨

新
町
２　
北
山
ミ
ヨ
子　

故
ハ
ル
ミ

新
町
３　

牧
野
幸
男　

故
ヨ
シ
ノ

六
月
坂　

山
本
政
子　

故
図
師
則
治

下
肆
部
合　

蔵
坪
順
一　

故
ツ
ル

野　

吉　

竹
下　

続　

故
原
口
勝
美

千
葉
県　

宮
内
正
成　

故
サ
チ

大
性
院　

大
内
若
菜　

故
秀
嘉

中
山
之
口　

酒
匂
健
三　

故
シ
カ

通　

山　
坂
元
千
枝
子　

故
忠
信

上
平
野　
笠
木
ミ
ヨ
子　

故
繁

東
中
組　

大
原
タ
エ　

故
義
美

鹿
児
島
市　
丸
口
由
紀
子　

故
正
文

押
切
東　

押
切
ち
り　

故
満
子

西
山
之
口　
玉
田
千
代
子　

故
谷
口
麗
子

吉　

野　

中
村
ユ
キ　

故
末
吉

丸　

岡　

丸
﨑
靖
子　

故
潤
郎

牧
ノ
内　

馬
原
一
雄　

故
ハ
ツ
ミ

飯　

野　

飯
野
義
明　

故
サ
ワ

伊
崎
田
中
野　

下
木
エ
ミ　

故
幸
昭

市
ノ
原　

中
堂
薗
一　

故
セ
ツ

元　

町　

福
重
栄
子　

故
ト
ヨ　

西
之
原　
笹
川
ミ
チ
ヱ　

故
正
美

西
馬
場
３
区　

濱
田
ノ
ブ　

故
浩

川　

北　
木
原
キ
ヌ
エ　

故
正
秋

白　

坂　

白
坂
幸
一　

故
ヨ
シ
エ

宮
田
上　

東　

岩
夫　

故
ミ
ツ
ヱ

　

次
の
事
業
所
・
団
体
・
個
人
の

方
々
よ
り
市
社
会
福
祉
協
議
会
に

ご
寄
附
を
頂
き
ま
し
た
。

　

地
域
福
祉
向
上
の
た
め
に
有
意

義
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
敬
称
略
）

・�

梅
木  

芙
佐
子�

１
７
，
０
０
０
円

・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
多
数

�

志
布
志
中
学
校

・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
多
数

南
清
水
自
治
会
主
婦
一
同

・
古
切
手
（
記
念
切
手
含
む
）�

梅
木
芙
佐
子

・
オ
ム
ツ�

大
原
タ
エ

・�

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
多
数　
　

江
川
商
店

（
11
月
16
日
～
1
月
15
日
受
付
分
）

・
金
網
バ
ト
ルW

AN

―TED

　

２
Ｎ
Ｄ

５
，
２
７
０
円

・
加
世
田
観
光
農
園�

１
１
，
０
０
０
円

（
平
成
23
年
３
月
14
日
～

平
成
26
年
1
月
15
日
受
付
分
）

こ
れ
ま
で
の
合
計
金
額
：

１
，
１
３
４
万
９
，
８
２
９
万
円

　

志
布
志
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
幅

広
い
年
齢
層
に
広
く
福
祉
に
興
味
を
持
っ

て
頂
き
た
く
「
福
祉
川
柳
・
短
歌
・
俳
句
」

を
募
集
い
た
し
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
左
記
の
募
集
要
項
に

て
ご
応
募
下
さ
い
。
ま
た
、
投
稿
数
に
応

じ
て
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
応
募
方
法

　
・�

氏
名
又
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
、
町
名
を
記
入

　
・
一
人
２
作
品
ま
で

　
・�

ハ
ガ
キ
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

　
※�

電
話
に
よ
る
募
集
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

○
応
募
締
切

　
平
成
26
年
2
月
21
日
㈮
ま
で

　
※�

季
語
を
含
む
場
合
は
2
、
3
月
前
後

○
掲
載
に
つ
い
て

　
・
平
成
26
年
3
月
26
日
発
行

　

� 「
さ
さ
え
あ
い
」
第
49
号
に
掲
載
予
定

募
集
い
た
し
ま
す
。

皆
様
の
善
意
に

感
謝
い
た
し
ま
す

『
福
祉
川
柳
・
短
歌
・
俳
句
』
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松
山
地
区
受
付

松
山
地
区

有
明
地
区

志
布
志
地
区

志
布
志
地
区
受
付

志
布
志
地
区
受
付

志
布
志
地
区
受
付

松
山
地
区
受
付

歯
を
取
れ
ば

目
玉
取
っ
て
と

せ
が
む
孫

志
布
志
町　

鞍
掛　

五
雄

脳
み
そ
と

互
換
が
し
た
い

顔
の
皺

志
布
志
町　

土
橋　

純
孝

み
ま
も
り
が

あ
っ
た
か
町
を

つ
つ
ん
で
る

志
布
志
町　

仙
田　
　

茂

老
夫
婦

 

話
あ
わ
ず
に

  

仲
た
が
い

 

孫
の
飛
び
入
り

  

笑
顔
戻
る

志
布
志
町　

末
次　

秋
男

忘
年
会

 

木
枯
ら
し
吹
か
れ

  

千
鳥
足

 
「
あ
ん
た
誰
」
馬
～
鹿     

  
お
前
の
親
爺
だ

志
布
志
町　

田
之
浦
ン
、ホ
イ（
神
主
）ど
ん

● ●
●

● ● ●
●

● ●
●

● ● ●
●

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23
30
24
31 25 26 27 28 29

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
月2 月3


